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令和 3 年度 第 1回佐賀市男女共同参画審議会 報告書 

 

開催日時  令和３年８月１９日（木） １３時００分～１５時００分 

開催場所  ほほえみ館 ４階 趣味の講座室 

会議の公開又は非公開の別  公開 

出席者（１２人） 

（委  員） 江島 光代、小城原 直、草場 栄美、草場 真智子、菖蒲 庸子、永石 亀、 

名和田 陽子、野中 康枝、福成 有美、松本 昌代、吉岡 剛彦、吉牟田 康保 

（事務局） 市民生活部 片渕部長 

人権・同和政策・男女参画課 八谷課長、男女共同参画室 南雲副室長、秋吉主査、 

こども家庭課 香月副課長 

欠席者（３人） 

（委  員） 野口 剛史、藤野 真也、村岡 美知子、 

傍聴者   無し 

 

１ 開会 

２ 辞令交付 

３ あいさつ 

４ 議題 

（１） 令和２年度 男女共同参画事業報告 【資料１】 

（２） 令和３年度 男女共同参画事業計画 【資料２】 

（３） 令和３年度 各種審議会等における女性委員の参画率について（報告） 【資料３】 

（４） 第三次佐賀市男女共同参画計画の実績について 【資料４-1、4-2】 

（５） その他 

 

■議事内容 

〇議題（1）令和２年度男女共同参画事業報告 【資料１】 

（2）令和３年度男女共同参画事業計画 【資料２】 

 

【会長】 

昨年度までの第三次の計画の進捗状況が主な議題です。活発な御議論をお願いいたします。内

容的に関連しておりますので議題 1と 2をまとめて御報告いただきたいと思います。 

 

【事務局】 

  議題（1）について、資料１に沿って主な事業の内容を説明。 

議題（2）について、資料２に沿って主な事業の内容を説明 

 

【会長】 

事務局からの説明について、委員の皆さんから御質問や御意見などありませんでしょうか。 
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【委員】  

昨年度事業の中で、No8の男女共同参画週間記念フォーラムの山口香さんの講演はとても良

かった。このような講演会を多く開催していただきたい。また、No17の子ども向け条例パ

ンフレットを活用した事業について、パンフレットを使った学校での授業は大切で、今年

度も実施されてうれしいが、中学校の先生も校長先生も新任の方がいて、どのくらい研修

を受けてこられたかはそれぞれだと思う。知人が今年度、支援学校から公立中学校に異動

し、もう１回勉強をしたいという希望を出された。男女共同参画室の事業の一環として研

修会を実施してもらうほうが望ましいと思う。研修を積むのは必要なことで、より良い方

向に活動をつないでいただけたらと思う。 

 

【会長】 

中学校での教育について早速ですが、先生いかがでしょうか。何かございませんか。 

 

【委員】  

中学 1年生に対する授業の実施は非常にありがたいことである。委員が言われたとお

り、授業を実施するためには職員自身の研修が絶対必要である。中途半端なことをしてし

まったがために別の理解をさせてしまうこともあるので、ぜひ職員向けの研修があったほ

うがいいと思う。 

【事務局】 

中 1授業に関しては、今年度も実施するということで学校に依頼をしている。授業実施

後、各学校から意見、感想、生徒への浸透度等についてアンケートの提出をお願いしてい

る。その結果もふまえて来年度に向けて検討したい。また、中１授業については学校教育

課が担当課になっているため、職員向け研修については学校教育課の意見も聞きながら検

討していきたい。 

 

【会長】 

学校でも研修をぜひ実施してほしいようなので、学校教育課とも連携して、ぜひお願い

したい。 

 

【委員】 

令和３年度事業計画の中にＤＶ啓発とあるが、ＤＶ総合対策センターでは予防教育も行

っている。教職員や保護者向けのＤＶの予防教育の中で、生徒が何か被害にあったとき

や、暴力があったときにどうしたらいいか、どこにつなげばいいかわからないという質問

も受けた。県の委託を受けて無料で行っているので、活用していただければありがたい。 

また、「女性に対する暴力をなくす運動」が 11月 12日から 25日まであり、パープルラ

イトアップや紫のリボンを活用したＰＲなど、佐賀県庁や唐津、伊万里で実施していただ

いている。佐賀市でも看板等、何か広報をしていただけないか。 

 

【会長】 

ぜひＤＶセンターとの連携についてもお願いしたいと思います。 

 

【事務局】 

佐賀市では「女性に対する暴力をなくす運動」について市報やホームページ等で周知等

を図っている。また、啓発用のカードを作成し各支所や公共施設に設置している。ポスタ

ー等があれば、掲示し周知を進めていきたいと思う。 
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【副会長】  

今年市長が交代されるが、これまで積み上げてきた計画について、市長が変わることで

後退することがないよう要望したい。男女共同参画をさらに進められるような市長を選ぶ

のも私達の役割であるが、変わり目は大事だと思う。 

 

【委員】  

確認だが、子ども向け条例パンフレットを活用した授業で、昨年度の実績として全 18校

で 1,800人と書かれているが、これは佐賀市の全ての中学校か。 

 

【事務局】 

佐賀市立の中学校で、私立等は入ってない。 

 

【委員】 

今年度も全ての佐賀市立中学校で授業をされるということか。 

 

【事務局】 

はい。今年度も校長会を通して、全市立中学校にパンフレットを配布し、12月までに授

業の実施を依頼している。 

 

【委員】  

非常にいい授業なので、全員が受けられるのはいいと思う。 

それから、昨年度実施された事業の中で、No31の男性の家事参画推進が今年度はなくなっ

ているが、その理由や、どこかに吸収された等の事情があれば教えて欲しい。 

 

【事務局】 

男性の家事参画推進「マイナス１歳からのイクカジ推進事業」は、県との共催事業で、

事業期間が令和２年度までの３年間だった。令和３年度の事業計画中の 15番ワーク・ライ

フ・バランス推進事業「男性の家事育児参画推進啓発事業」を、今年度拡充して実施す

る。家事育児に積極的に参加しているパパを新聞等で紹介し、あわせて男性の料理教室、

親子料理教室の実施を計画している。 

 

【委員】  

以前の審議会で、ＣＡＰ（キャップ：児童暴力予防教育プログラム）のことが出ていた

が、佐賀市は小学校しか予算ないが、多久市は中学校の予算までついている。予算の制約

はあると思うが、必要と思う分は声をあげて拡充してほしい。また、3番の男女共同参画

週間記念行事で、アバンセでの展示を拝見したが、何かしているというだけで物足りな

い。見る人に訴えるメッセージがほしい。内容や方法等について検討してほしい。 

 

【事務局】 

男女共同参画週間の期間中は、アバンセと佐賀市役所本庁の両方で展示をしているが、

期間が重なるため、市役所１階ホールをメインで展示している。令和元年度に実施した市

民アンケートの結果を見て、考えてもらうように、新しくパネルをつくった。１セットし

かないので、両方に展示することが難しく、アバンセには、パネルを小さくしたものを展

示していたが、訴える力が弱かったかもしれない。来年の展示については、アバンセとも

協力しながら、より良いものになるよう検討したい。 

 
【会長】 

来年度に向けてぜひアピール力の強化も、お願いしたいと思います。そのほか、皆さんから
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何かお気づきの点ありませんか。それでは実績と計画について御報告を受けたものといたしま

す。それでは、議題の 3、令和 3年度各種審議会等における女性委員の参画率についての報告

で事務局からお願いいたします。 

 

〇議題（3）令和３年度 各種審議会等における女性委員の参画率について（報告） 【資料３】 

【事務局】 

   議題（3）について、資料３に沿って説明 
・今年度の実績は 44％で、目標を達成している状況を説明。 

・女性委員の割合が 20％以下の審議会について対応策等を説明。特に要綱に基づく審議会  

が減少している状況を説明。 

 
【会長】 

ただいま資料 3によって審議会等における女性委員の参画率について御報告いただきまし

た。全体として目標達成出来ておりますけども、委員が０や少ない委員会があったり、要綱等

に基づく委員会において数値の減少が見られたりというようなこと、それからなかなかそれが

進まない原因等についても知らせていただきました。何か御意見、御質問などありませんか。 

 

【委員】 

「佐賀市まち・ひと・しごと創生推進会議」に女性の委員が 1人だが、どういう方が参

加されているのか知りたい。また、「農業経営改善計画認定審査会」とあるが、農業経営

に関しては、家族間でしている方が多く、農業の第６次化で奥様が商品開発をしたり、経

営参画したりしているところが多いので、17.6％ではなくてもっと伸びてもいいと思う。 

男女共同参画だからこそ、ぜひ注目してほしいのは「佐賀市自殺対策推進協議会」。女

性の産後鬱からの自殺率はとても高い。その審議会において女性が 1人というところを、

もう少し女性の数が増えてもいいと思うし、数が増えることが目的ではなく、しっかりと

背景を持った方たちが入ることが一番いいと思う。みんなでつくる町なので、性差を超え

た上でいろんなことが話し合える場になるといい。 

 

【事務局】 

「まち・ひと・しごと創生推進会議」の女性委員は、団体からの推薦である。ほかの男性

委員は、肩書きが支店長や学長、副学長で、この女性の方は課長。課長まで広げれば、団

体からの推薦であっても女性も選ばれやすくなる。そのため、団体に推薦をお願いする場

合には、会長や副会長などの職にこだわらず、適切な方の推薦について当課から働きかけ

をしていきたい。農業については、担当課から話を聞くと、何か登録をしたり、会議に出

席するとなると男性になるが、実態としては、女性がいないと立ち行かなくなるほど、現

場では女性が活躍されている。「佐賀市自殺対策推進協議会」については、委員は団体か

らの推薦が多く、会長、副会長、事務局長といった、役職が並んでいる。「農業経営改善

計画認定審査会」「佐賀市自殺対策推進協議会」については、どちらも委員の任期が来年

の３月末までなので、女性委員の増員について担当課のほうに積極的に働きかけを行って

いきたい。 

 

【会長】 

あて職の場合、条例等にその団体の「長」と書かれているのか、または、解釈によって

は団体から推薦された方であれば、「長」でなくても良いのか。 

 

【事務局】 



5 

それぞれの要綱等によって異なる。例えば当課では、必ずしも「長」ではなくてもいい

ようになっている。要綱等の改正がある時には、各課に通知をすることで、「長」に限ら

ず幅広く推薦いただけるように働きかけをしていきたい。 

 
【会長】 

ぜひお願いします。もちろん特定の分野に女性が少ないことや、長と言われる人に女性が少

ないこと自体も問題なので、それ自体も改善していくべきなんですけども、改善出来そうかな

と思いますのでよろしくお願いします。そのほか、女性委員のことに関連して何かお気づきの

点ありませんか。 

 

【委員】 

「まち・ひと・しごと創生推進会議」に労働関係で出ているが、団体からの推薦という

ことで、私が議長をしていて、ほかに若手がいないので出ている。他の団体もそうだと思

う。団体の推薦ではなく、ここは必ず女性がなるというような女性枠を、要綱の中で入れ

ることで、改善されるのではないか。 

 

【会長】 

そうですね要綱自体を割当て制度みたいなものも、もし今後、改定のときに入れられればそ

れが 1番望ましいかと思います。そのほかございませんか。よろしいでしょうか。女性委員の

参画率について以上にしたいと思います。 

それでは議題 4の議題の第三次佐賀市男女共同参画計画の実績についてです。これについて

ですけれども一つは、2015年に出来た女性活躍推進法の推進計画、それからもう一つが、ＤＶ

対策防止の基本計画を一緒に合わせて統一したものになっております。 

このうちＤＶの防止対策に関しては、この審議会を傍聴不可、非公開にしなければならない

ということですので、配付されてる資料の中、ＤＶの関連の手前のところまでまず報告をして

から質疑後、次に進むというような形で進めたいと思います。では、事務局お願いします。 

 

〇議題(4)第三次佐賀市男女共同参画計画 進捗状況報告（基本方向Ⅰ～Ⅳ）【資料４-1、4-2】 

【事務局】 

基本方向 1～Ⅳを報告。資料 4-1 の成果指標については未達成の項目を中心に令和２年度の実

績値について報告。資料 4-2 に沿って、数値指標を中心に目標達成の状況と未達成の理由等につ

いて報告。 

 

【会長】 

第三次の計画について実績の報告をいただきました。計画は基本方向があって、それに重点

目標、施策、各事業の形で体系化されています。まず、基本方向についての成果目標の達成具

合が資料 4－1ですね。それから重点目標についての実績が次のページです。そして、1番具体

的な各事業の実績が資料 4－2ということでありました。事業実績について、お尋ねはありま

せんか。 

 

【委員】  

14ページの１番の介護教室の参加者が 26名で、そのうち男性が 5名だが、どういうと

ころに案内の呼びかけをされたのだろうか。17ページの男性の「育児参加休暇取得」と

「育児休業取得」について、もう少し説明をしてほしい。小城市で講演会があり、佐賀は

男性が家事育児に協力していて、イクメン日本一とのことだった。子どもの育児に参加す

る男性は今まで少なかったと記憶しているが、この辺の内容を教えていただきたい。 



6 

 
【会長】 

介護教室と庁内の育児参加休暇と育児休業の違いをお願いします。 

 

【事務局】 

介護教室参加の募集は、市報とチラシ配布により広報を行っている。 

「出産補助休暇」は入院から日晴れまでの間に取得できる２日間の有給休暇。「男性の

育児参加休暇」は産前産後 8週の間に 5日間取得できる有給休暇。「男性育児休業」の取

得期間については、短くて２週間、長くて２か月で、平均すると１か月程度の取得が多

い。令和２年度に「出産補助・男性育児参加休暇」の取得率が下がったのは、先に育児休

業を取得したことが原因。今年度からは、まず出産補助休暇等の休暇をとって、その後、

育児休業をとるように人事課から所属長に伝えることとしている。 

 

【会長】 
そのほか、何かありますか。 

 

【委員】  

資料 4-1の表の 1番下にＤＶ被害を受けた際に「我慢した」人の割合があって 18.8％と

目標も達成しているのでいいとは思うが、ＤＶ被害を受けた人自体も下がらないと意味が

ないのではと思う。アンケートにそういう項目があるか教えていただきたい。もしそうい

う質問がなければ、次回はそういう質問を入れていただきたい。 

また、コロナの影響で受講者数や開催数が減少したり、中止になった研修やセミナーが

あるが、逆に、コロナでオンラインにしたことによって、参加者が前の年より多くなった

とか、幅広く参加できるようになったという例もたくさんあるので、コロナウィルス感染

症の影響が続くことを考えれば、オンラインでの開催も考えていただければと思う。 

 

【会長】 

ＤＶについては後ほど話します。オンライン化についてはどうですか。 

 

【事務局】 

オンラインでの開催は、ある程度知識を持っている職員が実施する方法と、委託して行

う２通りのパターンがあるが、委託する場合はやはり予算が伴うため、急にオンラインに

切り替えるのが難しい部分がある。昨年度、ワーク・ライフ・バランスの研修をオンライ

ンで開催して、市民１８人が参加をされた。「ウィズコロナ時代の新しい働き方」という

テーマでＺｏｏｍの使い方等も含めてオンラインで研修をしたところ、とても好評で、こ

ういう機会をまたつくってほしいという意見があった。 

今年度はオンラインも検討はしていかなければと考えている。10月以降に事業を予定し

ているので、今後の状況を見ながら判断をしていきたい。 

 
【会長】 

オンラインになって参加できる人と、今度出来なくなる人もいるので、両方を兼用するよう

な形で御検討をお願いしたい。 

 

【委員】  

庁内の女性監督職の登用率について、説明では、監督職を係長と副課長という形で設定

されているということだが、管理職については把握されているだろうか。ＤＶ被害につい

ては、令和２年の分の数値が出ていないが、コロナ禍で増えたと聞くが、どうであろう

か。女性の消防団員のところで実績が落ちたという説明があったが、特に女性の消防団員
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となると、やはり男性と同じようにホースを担いだり、指導というのは厳しいのではない

かと思う。加入促進はいいが、活動の内容については十分な配慮が必要ではないか。 

 
【会長】 

女性管理職の問題と、消防団員の件について、事務局お願いします。 

 

【事務局】 

資料４-２の８ページの女性消防団員数については、報酬も関係することから、活動実績

がない団員には、引き続き活動の意思があるかというところで整理をしている。危機管理

防災課では、いろんな媒体で女性消防団員を募集している。当課でも情報誌「ぱすぽー

と」で女性消防団員を紹介したり、そこに団員の募集を入れたりして、今後連携しながら

女性消防団員の新規加入促進に取り組んでいきたい。女性消防団員の活動の内容は、主に

広報中心の活動だと聞いている。庁内の女性管理職については、令和２年度では監督職が

15％で、管理職は 17.2％となっている。第４次計画では数値目標を「管理・監督職の登用

率」に変更したが、令和３年度の実績は「管理・監督職」で 17.3％であった。 

 

【委員】  

資料 4-2の 15ページの 4-2②「事業主や人事担当者に対してさらなる推進を図る」とい

うことで、平成 30年度は 11回、2回、1回になって実際参加者 18人という数値である。

また 16ページ 6-1③、17ページの 6-2③で、ワーク・ライフ・バランスという働き方を考

えたときに、環境整備は大事ではないか。年１回以上実施しているから〇、45回メールで

も送信して推進した、しかし、実際、年休の取得日数割合は目標より落ちている。これら

はつながっているという気がする。つながるような環境整備が必要では。 

 

【会長】 

庁内の問題と事業主に対する働きかけの問題ですけども、いかがでしょうか。 

 

【事務局】 

15ページの 4-2②から回答するが、平成 30年度は企業に専門のアドバイザーを派遣し、

個々の企業での課題や問題を解決し、働き方改革を進めた。派遣は 10社実施し、講演会を

1回の計 11回である。これは平成 27年度からの 5年計画で実施し、令和元年度は派遣し

た事業所の取組事例を紹介した冊子を作成し、それを用いて企業研修会を行った。回数自

体は減っているが、5年計画での取組を令和元年度まで実施した。 

令和 2年度は男性の家事参画のキャンペーンを実施して、男性が家事・育児に参加する

ことでワーク・ライフ・バランスを進めていく事業へシフトしている。協賛事業所等、事

業所向けの研修会は必ず実施するよう計画している。 

16ページの 6-3の環境整備だが、ノー残業や年休取得については、人事課とも協力しな

がら対応している。水曜日と金曜日が佐賀市はノー残業デー、1日は親子ふれあいデー、

所属長からの声かけ等も行い、市全体で取り組んでいる。本庁では夕方にノー残業デーで

す帰りましょう、との庁内放送もあっている。 

17ページの年休取得だが、減っている要因として、夏季特別休暇が、令和 2年度から 5

日に増えている（R1までは 3日）。そのため年休の取得が若干減った。 

 

【会長】 
ほかに何かお気づきの点ありませんか。 

 

【委員】  

14ページの介護教室における参加者の割合だが、市報とチラシを使われているが、セミ
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ナーとかをやる場合、市報も重要かと思うが、例えば、ターゲットを絞って、介護を必要

としている人にセミナーのチラシを送付するほうが、必要な情報が確実に届くというよう

なことになる。 

 

【委員】  

14ページ 4-④「仕事と介護の両立のための制度利用促進に関する取組について、市報や

ホームページ等を通じて周知を行う。」とに書いてあるが、介護は、介護が必要な時でな

いとヒットしないと思う。ホームページが効果的で、例えば、「仕事と介護の両立、佐賀

市」で検索したらすぐにヒットするようにすると、働いている人はすぐにアクセスが出来

て、必要なことが知れる。ホームページに掲載しているのであれば、そこにアクセスしや

すい状態をつくることが大事。おたっしゃ本舗が一つのキーワードだと思うが、おたっし

ゃ本舗のホームページでも、介護保険制度については書いてあるが、介護と仕事の両立と

いうことについては書いてない。介護離職をゼロにしていきたいと思われるならば、いろ

んなところがもっと横軸として関わったほうが、よりわかりやすさにつながる。回答が必

要ではなくて、伝えていただきたい。 

17ページ 2-③で、職員のワーク・ライフ・バランス推進のために、ノー残業デーと定時

退庁日を設けると書いてあるが、もちろん数字は目安なのですごく大事だと思う。しか

し、実態が伴わないノー残業デーは逆に苦しめてしまう可能性がある。人事課主導で取り

組まれているのか。 

 

【事務局】 

人事課主導での研修は行っている。例えば課長になったときに課長研修というのがあ

り、働き方改革等も含まれている。係長になったときに係長研修もある。働き方改革の研

修も毎年ではないが、定期的に研修があっている。その研修を受けたあと、どのように変

えて進めていくのかはこちらの課題ではあると思う。業務改善については各課から募集を

して、発表したりもしていた。 

 

 

【事務局】 

 （５）その他について資料を用いて説明 

・生理の貧困に関する相談先一覧カードについて説明。 

・パートナーシップ宣誓制度について、資料を用いて他市や他県の状況を説明。 

・男性の家事育児参画キャンペーン事業について、内容等を説明。 

・男女共同参画フォーラムについてチラシを用いて説明 

 

【会長】 

・一つ目は生理をめぐる貧困です。昔からあった問題だと思いますが、経済的な事情で生理用

品を買えない女性がいる、家庭があることがやっと光が当てられるようになってきました。そ

れについても佐賀市でも取組をするということですね。諸外国では、生理用品費が非課税だっ

たり、日本でも、学校に生理用品を置く取組も始まっている。可能であれば、今後は検討して

いただきたい。 

・二つ目はパートナーシップ宣誓制度ですね。今現在女性同士、男性同士のカップルは結婚出

来ない状態にあります。それによって様々な不便不利益があるということで、女性同士、男性

同士のカップルが夫婦と同じ関係にあることを行政が証明することで、特に行政サービスが受

けやすくなる仕組みです。佐賀県でも、今月中には導入予定になっていて、佐賀市でも、今後

情報収集を進めることでした。 

・そのほか、イベント等の案内でした。何かありますか。 
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【委員】  

県内の男女共同参画団体の交流会を毎年やっている。今年は佐賀市が当番になって、9

月の 5日、図書館の二階多目的ホールで、「女性の貧困」というテーマで講演会と団体の

交流会を予定している。都合のつく方はぜひ参加をお願いしたい。 

 

【委員】  

男女共同参画フォーラムのチラシ裏、アバンセで女性の健康相談を開催します。今年度初

めて看護協会の御協力のもとに、血圧や体脂肪、心身の悩みなど、女性相談を行う。 

まだ先のことだが、11月 17日に女性の暴力防止講演会を開催する予定なので、協力を

お願いしたい。 

 

【委員】  

ワーク・ライフ・バランスでは、私たちから発信していかなければいけないと思って努

力はしている。 

 

【委員】  

子どもの虐待についてチラシを全世帯にポスティングした。見えにくいが、子どもの虐

待は、近所の人、町内の人にも情報をくださいと伝え、情報を提供してもらえば、専門の

機関につなぐとＰＲしている。地域の声を聞いて、強力に自治会でもやっている。 

 

【事務局】 

委員から紹介があったが、電話番号で言うと「189」。この三つを押せば、近くの児相に

直接つながる制度になっていて、これも全国共通である。当課としても、そういったとこ

ろに力を入れてＰＲしている。身近な皆さんの協力をお願いしたい。 

 

【会長】 
市民相互の協力で発見するということも取り組んでいきたいと思います。以上で議事全体を

終わります。 

 


